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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、コンクリートの乾燥収縮によるひび割れを対象として一軸拘束収縮ひび割れ試験装置を提案し、その装
置を用いて各種コンクリートのひび割れ抵抗性能を検討するとともに、乾燥収縮による鉄筋コンクリート部材のひび
割れ幅算定式を誘導し、鉄筋コンクリート壁のひび割れ幅の予測法を提案するものである。 
 論文は第１章から第７章で構成されている。 
 第１章では、研究の背景と目的及び研究概要を述べた。 
 第２章では、コンクリートのひび割れ抵抗性能を調べるための試験装置としてコンクリート試験体の拘束鋼材への
固定方法を改良したコンクリートの一軸拘束収縮試験装置を提案した。提案した装置のコンクリートの自由乾燥収縮
性状と JISに規定された長さ変化試験用供試体の乾燥収縮性状が同じであることや拘束ひずみ等の実測値がクリープ
解析結果と一致していることを確認し、本試験装置の有用性を示した。 
 第３章では、２章で提案した一軸拘束試験装置を用いて、高性能 AE 減水剤を使用した早強セメントコンクリート、
鋼繊維コンクリート、再生細・粗骨材を用いた再生コンクリートおよびフライアッシュコンクリートの一軸拘束ひび
割れ試験を実施し、これらのコンクリートのひび割れ抵抗性能を調べた。 
 第４章では、鉄筋コンクリート部材の乾燥収縮等に起因する収縮ひび割れ幅算定のための基礎資料を得ることを目
的に、壁や床スラブを想定し、異形鉄筋を埋設したコンクリートの一軸拘束ひび割れ試験を行い、収縮ひび割れの幅
や鉄筋ひずみの経時変化を調べるとともに付着解析によってひび割れ発生後の鉄筋およびコンクリートのひずみ分
布を捉え、その両分布曲線で囲まれた面積を求めることにより長期ひび割れ幅を算定できることを示した。 
 第５章では、第４章で提案した付着解析に基づくひび割れ幅の算定法は計算が煩雑であるので、付着解析を行わな
い、より簡便な方法として鉄筋およびコンクリートのひずみ分布曲線で囲まれる部分の面積に等しい矩形に置換する
等価付着喪失長さ Lb の概念を導入した簡単なひび割れ幅算定法を提案した。さらに、壁形状の拘束ひび割れ試験を
行い、ひび割れ幅の計算値と実験値との対応を検討するとともに、実構造物のひび割れ幅との対応を検討し、本計算
法の適合性を確認した。 
 第６章では、提案した等価付着喪失長さ Lb の概念を導入した簡単なひび割れ幅算定法を用いて RC 壁の収縮ひび
割れ幅に影響を及ぼす各種要因の中から設計において重要となるコンクリート強度、鉄筋量とひび割れ幅との関係に
ついて調べた。 
 第７章では、第２章から第６章までに得られた結論をまとめた。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、鉄筋コンクリート造建築物における壁の収縮ひび割れの制御に関するもので、コンクリートの乾燥収縮
によるひび割れ抵抗性能を評価する一軸拘束収縮ひび割れ試験装置を提案し、その装置を用いて各種コンクリートの
ひび割れ抵抗性能を検討するとともに、鉄筋コンクリート部材の収縮ひび割れ幅の算定法を提案するもので、以下の
成果をあげている。 
 1）コンクリートのひび割れ抵抗性能を調べるための試験装置としてコンクリート試験体の拘束鋼材への固定方法
を改良したコンクリートの一軸拘束収縮試験装置を提案している。 
 2）提案した一軸拘束試験装置を用いて、高性能 AE 減水剤を使用した早強セメントコンクリート、鋼繊維コンク
リート、再生細・粗骨材を用いた再生コンクリートおよびフライアッシュコンクリートの一軸拘束ひび割れ試験を実
施し、これらのコンクリートのひび割れ抵抗性能を調べている。 
 3）鉄筋コンクリート部材の乾燥収縮等に起因する収縮ひび割れ幅算定のための基礎資料を得ることを目的に、壁
や床スラブを想定し、異形鉄筋を埋設したコンクリートの一軸拘束ひび割れ試験を行い、収縮ひび割れの幅や鉄筋ひ
ずみの経時変化を調べるとともに付着解析によってひび割れ発生後の鉄筋およびコンクリートのひずみ分布を捉え、
その両分布曲線で囲まれた面積を求めることにより長期ひび割れ幅を算定できることを示している。 
 4）付着解析を行わない簡便な方法として鉄筋およびコンクリートのひずみ分布曲線で囲まれる部分の面積に等し
い矩形に置換する等価付着喪失長さの概念を導入した簡単なひび割れ幅算定法を提案し、その適合性を壁形状の拘束
ひび割れ試験ならびに実構造物のひび割れ幅との対応によって確認している。 
 5）等価付着喪失長さの概念を導入した簡単なひび割れ幅算定法を用いて鉄筋コンクリート壁の収縮ひび割れ幅に
影響を及ぼす各種要因の中から設計において重要となるコンクリート強度、鉄筋量とひび割れ幅との関係について調
べている。 
 以上のように、本論文は、鉄筋コンクリート壁の収縮ひび割れの制御に関して有用な知見を与えており、建築工学
特に建築構造学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
